日本計量史学会入会のご案内

文明は計量すなわち＜はかること＞から始まったといわれています。
当学会は、計量の長い歴史を、さまざまな角度から広く研究しようとする方のための、開かれた学会です。創立以来30年、自由な雰囲気のもとに運営され、結成期のアマチュア気質を忘れることなく、次第に研究領域と会員規模を拡大してきました。そして先年、日本学術会議の学術研究団体としてその第一部に登録され、専門組織としての社会的地位を認められるに至りました。
学会は、つねに、新しい人材を歓迎し、新しい着想のもとに発展することを願っています。理工系・社会系・人文系・芸術系等の分野別にかかわりなく、＜はかること＞の歴史に関心や興味をお持ちの方々のご参画を心から待ち望んでおります。
· 学会の目的
本会は、度量衡を含めたすべての量の計量の歴史に関する研究・調査の推進助長と、その成果の普及を目的とする。
◎主な活動
◇見学と研究発表を兼ねた「計量史をさぐる会」を毎年開催。研究集会を随時に開催。
◇論文、研究ノート、総説、消息、書評、原典紹介を中心とする学会誌「計量史研究」ISSNO286－7214を年1回刊行。
◇研究集会・見学会（上記「計量史をさぐる会」ほか）・展示会などのイベントの紹介と報告、研究速報、会員の動向、寄贈図書紹介、質問と回答などを掲載する広報誌「計量史通信」ISSNO198－8932を年数回刊行。
◇失われかけている歴史的な計量計測機器・標準器類をはじめ、計量計測に関する文献・遺物・遺跡などの文化財の系統的な研究。
◇関連する機関・団体との交流
関係諸学会（歴史学、考古学、民俗学、教育その他、個別には科学史・技術史・・産業考古学・数学教育・技術史教育など）、（社）日本計量振興協会（当学会の賛助会員）をはじめとする計量関係諸団体、独立行政法人の計量標準研究機関および自治体の計量検定検査機関・研究試験既関と、常に緊密な連絡をとりあっています。
◇国際交流
国際計量史委員会（CIMH、1973年創設）に加盟し、集会に参加して研究発表するほか、重要な役職を受け持ってきています。
◎入会の手続と会費・特典
 資格は問いません。前記の目的にご賛同の方は、下記へお申込み下さい。
さっそく会則、投稿規定などをお送りします。
◇正会員 会費（年額）7,000円
学会誌「計量史研究」（年l回刊）、連絡誌「計量史通信」（年２回刊）の配布（各l部）が受けられ、また投稿ができるほか、すべての当学会主催の活動や催しに参加できます。
正会員には「計量史研究」のバックナンバーを1部2,000円（送料別）、「計量史通信」のバックナンバーを1部100円（送料別）で提供します。
◇賛助会員 会費（年額）35,000円
学会誌「計量史研究」及び連絡誌「計量史通信」を各5部配布。その他は正会員に準じます。
日本計量史学会　会長：内川恵三郎　副会長：加島淳一郎，松本栄寿，山田研治
事務局 〒162－0832 東京都新宿区納戸町25－1 日本計量会館
TEL／FAX O3－3269－7989

E-mail：jimu@shmj.jp
URL:http://www.shmj.jp/
郵便局　口座番号 00170-9-66974
三菱東京UFJ銀行　秋葉原支店　普通 1093925

みずほ銀行　上野支店　　　　 普通 2372545

口座名は、いずれも「日本計量史学会」
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